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1 はじめに 

ジッバーリ語

1
には音声・音韻記述に関わる諸問題が存在する (二ノ宮 

近刊予定)。そもそも音声記述が全く行われていないということもさること

ながら、プロソディーの中でも高低アクセントやイントネーションといっ

た要素を記述しないという問題がある。そのため、音声資料に基づき、ジ

ッバーリ語のプロソディーの特徴を調査する必要がある。なお、ここで言

うアクセントは、音韻論的アクセントではなく、音声学的アクセントであ

る。音声学的アクセントは、城生 (2008: 127) で定義されているが、音声

学的な高低アクセントとは、1 単語中に複数の頂点が置かれる可能性があ
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り、頂点の置かれない箇所では、顕著な母音弱化が起きないという特徴を

有するものである

2
。本稿と関わる先行研究の内容は次の通りである。 

 

・ Johnstone (1980, 1981) は、長短要素、母音の鼻音化、強弱要素を記

述する

3
。長い場合 / ¯ / の記号を母音の上に、鼻音化は / ˜ / の記号

を母音の上に、ストレスの置かれる箇所は、/ ΄ / の記号を母音の上

に置く。これらの記号は、1母音の上に共存しない。例えば、「鼻音

化+ストレスが置かれる」というような組み合わせ / .̃ / は、Johnstone 

(1980, 1981) においてありえない。ストレス記号は 1音節語に置かれ

る場合と置かれない場合がある。また Johnstone (1981: xiv) によれば、

語末の子音は通常無声化する。そして、語末子音が / n, m, r, l / の時、

-hn, -ʼn, -hm, -ʼm, -hr, -ʼr, -hl, -ʼl のように / h / や / ʼ / という無声子音

が挿入されるという (Johnstone 1981: xiv)。 

・ Nakano (1986) は、長短要素、母音の鼻音化、強弱要素を記述する。

長い場合 / : / の記号を母音の後に、鼻音化は / ˜ / の記号を母音の

上に、ストレスの置かれる箇所は、/ ΄ / の記号を母音の上に置く。

Johnstone (1980, 1981) と異なり、これらの記号は、1母音に表記され

うる。例えば、「鼻音化+ストレスが置かれる+長い」というような組

み合わせ / .̃: / が見られる。Nakano (1986) において、たとえ 1音節

語であったとしても、ストレス記号が付される。付されない場合、

それは脱字であると考えられる。また Nakano (1986: vi) によれば、

ジッバーリ語には、Vʔ という母音の直後に喉頭化を伴う現象がある

とされており、これは Johnstone (1981) で言われる語末の / n, m, r, l / 

の直前に挿入される / ʼ / に相当する。Nakano (1986: vi) 自身は、ʔ を 

/ ˚ / の記号で示す。そして、中野 (1998: 18) は、Nakano (1986: vi) の

                                                           
2
詳細については、城生 (2008: 132-135) を参照。 

3
長短の弁別例、母音の鼻音化の有無による弁別の例については、(二ノ宮 近刊予定) を参照。

なお、ジッバーリ語の強弱アクセントに関して、ストレスが 1 単語内に複数箇所置かれる場
合があるという (Johnstone 1981: xv)。城生 (2008: 134) によれば、ストレスは 1単語内に 1箇
所だけ置かれるという原則があり、第 2 ストレスを認める場合もあるが、ジッバーリ語の例
が第 2 ストレスを認めるものなのかは不明であるという問題がある。これは、プロソディー
記述を行う上で重要な問題だが、それについては、別稿で論じたい。 
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現象を「一種の stød tone」であると説明する (以下、本稿では、/ ˚ / を

stødマーカーと呼ぶ)。 

・ Hofstede (1998) は、ジッバーリ語に長短要素、母音の鼻音化、強弱

要素を認めながらも、それらをほとんど記述しない。 

 

 先行研究は、音韻レベルでの記述が基本であるが、一部の異音は、音声

レベルで記述される

4
。 

中野 (1998) で取り上げられた stød とはデンマーク語の声門閉鎖音のこ

とである (横山 2008: 12)。デンマーク語では、声門閉鎖音の有無が弁別的

役割を果たす (hun [hun]「彼女」: hund [hunʔ]「犬」)。stødは声門閉鎖を伴

うだけでなく、「尻上りに聞こえる」というプロソディー的特徴を有す (横

山 2008: 12)。中野 (1998: 18) がジッバーリ語の / ˚ / を分節音としてだけ

でなく、tone としても捉えたのは、プロソディー記述の前進という点で評

価に値する。しかしそれでも、/ ˚ / を伴う単語が「尻上りに聞こえる」=

高さの上昇というだけでしかない。/ ˚ / がない場合、それが下降なのか平

板なのかといったことは不明である。また、これらの先行研究からだけで

は、ジッバーリ語の多音節語の高低パタンがどのようになっているのか分

らない。以上のように、ジッバーリ語のプロソディー記述は、依然として

不十分である。 

セム語学では、共時的研究にしろ、通時的研究にしろ、分節音寄りの研

究、中でも子音に特化した研究が多い。ジッバーリ語にも子音に関する問

題 (二ノ宮 2008) が残されているが、本稿のようにプロソディー、しかも

高低アクセントに着目した研究は皆無である。本稿は従来のセム語学では

欠けていた高低アクセントのプロソディー記述を行い、セム語の共時的研

究への貢献を目指す。そして、ここで得られたプロソディー情報をもとに、

上位言語であるマフラ・セム祖語やセム祖語のプロソディーの再建を目指

し、比較セム語学への還元を果たしたい。 

 

                                                           
4
詳細は、二ノ宮 (近刊予定) を参照。 
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2 目的 

本稿の目的は、ジッバーリ語の 1音節語のプロソディーを音響解析し、

筆者なりにプロソディー記述を行い、その上で先行研究の記述内容を検討

することにある。音響解析に際し、ピッチ・時間長・音圧を取り上げる。

なお、音質についても若干触れるが、参考程度に留める。 

 

3    方法 

3.1    インフォーマント 

 今回協力を得たインフォーマント

5
は、オマーン国ズファール行政区のカ

ラ山地で生まれ、現在、同行政区の中心都市であるサラーラで生活してい

る AM氏である。AM氏は男性で調査時点で 40歳であり、言語形成期をカ

ラ山地で過ごした。カラ山地はジッバーリ語の中心地である。両親ともに

ジッバーリ語母語話者である。現在 AM氏は家庭内でジッバーリ語を使用

し、仕事場で標準アラビア語を使用する。 

 

3.2    分析資料 

 

表 1：ジッバーリ語の分析資料
6 

No. 意味 本稿の表記と先行研究の表記 

1 ‘you (du.)’「貴方たち二人」 [ˈtjhi], ətí, tí (JJ: 5) 

2 ‘you (pl., f.)’「貴女たち」 [ˈtε], tɛn (JJ: 271) 

3 ‘she’「彼女」 [ˈse], sεh, sε (JJ: 220), sεh (NC: 151) 

4 ‘we (du.)’「我々二人」 [ˈswe], si (JJ: 268) 

5 ‘he’「彼」 [ˈʃe], šεh, šε (JJ: 259), šεh, šáh (NC: 151) 

6 ‘back’「背中」 [ˈʃoː], šɔ ̄(JJ: 264), šɔ:́ (NC: 6) 

                                                           
5
今回の調査でジッバーリ語話者 2名と知り合うことができた。中でも AM氏は声質がよく

大変協力的で自分の言語に誇りを持っており、良質のインフォーマントであると判断したの

で、AM氏のみに録音の協力を仰いだ。 
6
本稿の表記は、[ ] に入れた IPAによるものである。 
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7 ‘goat’「山羊」 [ˈtʉʃ], tuš (JJ: 273) 

8 ‘one (f.)’「一」 [ˈtj̛it], ṭit (JJ: 274), ṭet (NC: 145) 

9 ‘from you (sg., m.)’「貴方から」 [ˈkjækh] 

10 ‘talk’「話し」 [ˈko̟θ], kɔṯ (JJ: 131) 

11 ‘from her’「彼女から」 [ˈkjæs]  

12 ‘six (f.)’「六」 [ˈʃet], šεt (JJ: 264), šεt (NC: 145) 

13 ‘you (sg., f.)’「貴女」 [ˈçit], hit (JJ: 99), hít (NC: 151) 

14 ‘hair’「髪」 [ˈɬɔf], śɔf (JJ: 246), śɔf (NC: 3) 

15 ‘house’「家」 [ˈbot], bot (JJ: 32), bó°t (NC: 25) 

16 ‘again’「再び」 [ˈzet], zéd (JJ: 321) 

17 ‘dream’「夢」 [ˈħɑũŋ], ḥum (JJ: 110) 

18 ‘he got up’「彼が起きた」 [ˈʕɑeɬ], ʽeśś (JJ: 17), ʽεś (NC: 30) 

19 ‘razor’「剃刀」 [ˈmõs], mus (JJ: 174), mɔ:s (NC: 34) 

20 ‘head’「頭」 [ˈreʂ], rɛš́ (JJ: 201), rɛš́ (NC: 1) 

21 ‘month’「月」 [ˈɔɾx], ɔrx (JJ: 292), ʼɔrx (NC: 143) 

22 ‘your (sg., m.) house’ 

「貴方の家」 

[ˈoːtk], ʼɔ:tk (NC: 160) 

23 ‘the month’「その月」 [ˈɔ̝ː ɾx], ɔ:rx (JG: 68) 

24 ‘light of sun’「太陽光線」 [ˈswũːŋ], sum (JJ: 267), su° (NC: 105) 

25 ‘five (m.)’「五」 [ˈxõːʃ], xõš (JJ: 302) 

26 ‘belly’「腹」 [ˈʃofl], šɔfəl (JJ: 260), šɔfɔl (NC: 7) 

27 ‘thief’「盗人」 [ˈʃiɾk̛], šérḳ (JJ: 263) 

28 ‘date’「ナツメヤシ」 [ˈtũːʔɾ]̥, tũr (JJ: 271) 

29 ‘six (m.)’「六」 [ˈʃtet], štət (JJ: 264) 

30 ‘armpit’「脇の下」 [ˈʃxɔt], šxɔt (JJ: 264) 

31 ‘tribe’「民」 [ˈkj̛iːlt], ḳīlt (JJ: 140), qí:lt (NC: 52) 

32 ‘money (sg.)’「お金」 [ˈk̛eːɾɕ], ḳɛrs (JJ: 150) 

33 ‘span’「スパン」 [ˈɬεːʔɾ]̥, śε̄r (JJ: 245) 

34 ‘he finished’「彼が終えた」 [ˈfsək], fsɔk (JJ: 63) 

35 ‘you (sg., m.) finished’ [ˈfsək̚k], fsɔk-k (JJ: 63, xvii) 
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「貴方が終えた」 

36 ‘witness’「証拠」 [ˈɬhodt], śóhud (JG: 67) 

37 ‘clothes’「衣服」 [ˈksbɐt], ksbεt (JJ: 163), kesbá°t (NC: 13) 

38 ‘medicine’「薬」 [ˈdjiːt], dít (JJ: 43), dí:t (NC: 43) 

39 ‘pigeon’「鳩」 [ˈħɑũːnt], ḥõt (JJ: 111), hɔ̵:t (NC: 118) 

40 ‘gum’「歯茎」 [ˈʃboːt], šbɔt (JJ: 260) 

41 ‘seven (f.)’「七」 [ˈʃuːʔħ], šōʽ (JJ: 259), šó:ʽ (NC: 145) 

42 ‘market’「市場」 [ˈsuq], suḳ (JJ: 232), sú:q (NC: 53) 

43 ‘you (sg., m.)’「貴方」 [ˈhet], hεt (JJ: 99), hé̵t (NC: 151) 

44 ‘honey’「蜂蜜」 [ˈdebʃ], dεbš (JJ: 34) 

45 ‘ice’「氷」 [ˈθεlkj], ṯalg (JJ: 284), ṯɛĺg (NC: 105) 

46 ‘Saturday’「土曜日」 [ˈsεbt], sabt (JJ: 222), sábt (NC: 144) 

47 ‘theft’「窃盗」 [ˈʃeɾk̛], šεrḳ (JJ: 263) 

48 ‘forearm’「前腕」 [ˈzent], zand (JJ: 320) 

49 ‘snake’「蛇」 [ˈɣolt], ġult, ġuźt (JJ: 85), gɔ̵ź́źet (NC: 119) 

50 ‘vein’「静脈」 [ˈʕɑɾkj̛], ʽarḳ (JJ: 15) 

51 ‘two (m.)’「二」 [ˈθrɔ], ṯroh (JJ: 285) 

52 ‘lunch’「昼食」 [ˈfɬo], fśoʼ (JJ: 64), fśɔ° (NC: 17) 

53 ‘he cut a silver’ 

「彼が銀を切断する」 

[ˈnfoʔ], nfɔl (JJ: 182) 

54 ‘cup’「カップ」 [ˈkop], kub (JJ: 138) 

55 ‘I’「私」 [ˈçiʔ], hé(ʼ) (JJ: 93), he (NC: 151) 

56 ‘father’「父」 [ˈiʔp] 

57 ‘from’「から」 [ˈkjiʔn], ken (JJ: 132) 

58 ‘sugar’「砂糖」 [ˈskjæʔɾ]̥, skɛ(́ʼ)r (JJ: 227), ská°r (NC: 18) 

59 ‘glass’「ガラス」 [ˈzd͡ʒʉt͡ʃ], zgɔg (JJ: 316), zgɔ°g (NC: 38) 

 

3.3    録音 

今回の調査データは、2008年 7月 25日から 8月 11日にオマーン国ズフ

ァール行政区の中心都市であるサラーラで得たものである。録音は静穏な
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部屋で行った。録音機 Edirol R-09HR (Roland製) にダイナミックマイクロ

フォン SM58SE (Shure製) を接続、Wave形式にてファイル化した。サンプ

リング・レートは取り込み時点で 44.1kHz、量子化 16 bit、モノラル録音を

行った。 

インフォーマントにはあらかじめ英語で書かれた単語を見せ、その単語

の意味を正しく理解しているかどうかを確認した。その上で、ジッバーリ

語の発話をしてもらった。録音は単語およびキャリアセンテンスを用いた

文で行った。キャリアセンテンスに用いた文は ðenu (m.)      , ðinu 

(f.)      , i†enu (pl.)      「これは       です」である。 

 

3.4    音響資料の解析方法 

録音された分析資料はコンピュータに取り込み、Syntrillium Software 社

製の Cool Edit 2000上で編集し、サンプリングレート 44.1kHz、量子化 16bit、

モノラルでWaveファイル化した。解析は、Kay社製のMulti-Speech (ver. 2.5) 

で行った。 

ピッチの最小値・最大値・中央値・標準偏差を算出するにあたって、

Multi-Speech の Pitch Contourで描いたピッチの Statisticsを利用した。ピッ

チの時間長は、原波形の情報を軸に、スペクトログラムパタン・音圧曲線

の情報を加味しながら特定した。そして、ピッチと時間長を個別に扱うの

ではなく、ピッチの傾き

7
に着目するため、ピッチの変化点がある平板下降

型の場合、Multi-Speechの Numerical Resultsによって、平板部分のピッチ

データと下降部分のピッチデータを各々算出した。そして、それらのデー

タを Excel 2003 SP (Microsoft Office社製) に入力し、各統計データを算出し

た。また、母音に有声子音が隣接する場合も、母音部分のピッチデータを

Numerical Resultsによって算出し、Excel 2003 SPを利用して、各統計デー

                                                           
7
傾きの重要性について、城生 (2001: 430-431) が次のように述べる。「音響的に求められた

周波数の高低差は必ずしも言語音の認知レベルにおける高低差とは 1対 1対応をしない。・・・
すなわち、物量量としては等量の周波数が発生したとしても、・・・これが短時間で遂行され

たのか、・・・長時間を要して遂行されたのかによって、知覚レベルでは異なってくる。従っ

て、このような知覚レベルにおける格差を是正するために本稿では時間長というパラメータ

を取り込んで、・・・「傾き」という概念を得てこれに対処している」。 
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タを算出した。なお解析の際のスケールとして、横軸の時間長の幅は

1000msec、縦軸の周波数の幅は 50-350Hzであった。 

 音圧曲線はMulti-Speech の Energy Contourで描かせた。なお解析の際の

スケールとして、横軸の時間長の幅は 1000msec、縦軸の音圧の幅は 30-80dB

であった。 

 

4    結果 

4.1    ピッチ曲線 

 Multi-Speechの Pitch Contourで描いたピッチ曲線を目視によって分類し

た。その結果、単純下降 (下降のみ)、平板下降 (平板の後、下降)、平板、

上昇の 4つに分類することができた。これらは、物理的なピッチの落差を

軸に分類したものであるが、最終的に筆者の認知を反映させた記述結果を

示す。 

 

4.2    ピッチと時間長 

ピッチの最小値・最大値・標準偏差・時間長・傾きの値を以下の表 2に

提示する。全体的なピッチとして中央値を、変化の大きさを表す指標とし

て標準偏差をそれぞれ計測した。ピッチの傾きは、ピッチの最大値-最小値

の値をピッチ部分の時間長で割ることによって、算出した。 

 

表 2：ピッチの単純下降例 

No. 音声表記 最小値-最大値 中央値 標準偏差 時間長 傾き 

1 [ˈtjhi]  121-153Hz 146Hz 14.6 82msec 0.39 

2 [ˈtε]  104-136Hz 120Hz 11.3 85msec 0.37 

3 [ˈse]  116-162Hz 138Hz 18.6 94msec 0.48 

4 [ˈswe]  147-176Hz 172Hz 13.9 82msec 0.35 

5 [ˈʃe]  123-163Hz 142Hz 17.4 101msec 0.39 

6 [ˈʃoː]  99-158Hz 127Hz 18.6 259msec 0.22 

7 [ˈtʉʃ] 129-168Hz 155Hz 15.7 67msec 0.58 
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8 [ˈtj̛it] 117-152Hz 139Hz 14.8 73msec 0.48 

9 [ˈkjækh] 116-165Hz 140Hz 15.6 94msec 0.52 

10 [ˈko̟θ] 115-151Hz 138Hz 14.7 99msec 0.36 

11 [ˈkjæs]  101-154Hz 122Hz 18.0 97msec 0.54 

12 [ˈʃet] 129-154Hz 152Hz 11.0 100msec 0.25 

13 [ˈçit] 123-157Hz 150Hz 15.3 72msec 0.47 

14 [ˈɬɔf] 127-168Hz 151Hz 15.0 83msec 0.49 

15 [ˈbot] 115-142Hz 132Hz 12.4 66msec 0.40 

16 [ˈzet] 111-150Hz 131Hz 14.8 100msec 0.39 

17 [ˈħɑũŋ]  121-156Hz 147Hz 15.3 84msec 0.42 

18 [ˈʕɑeɬ] 132-160Hz 150Hz 11.9 78msec 0.36 

19 [ˈmõs] 114-155Hz 147Hz 17.2 111msec 0.36 

20 [ˈreʂ] 114-147Hz 138Hz 12.3 71msec 0.46 

21 [ˈɔɾx] 119-144Hz 124Hz 9.9 82msec 0.30 

22 [ˈoːtk] 108-158Hz 130Hz 14.3 274msec 0.18 

23 [ˈɔ̝ː ɾx] 99-136Hz 120Hz 10.4 203msec 0.18 

24 [ˈswũːŋ] 112-168Hz 147Hz 21.3 239msec 0.23 

25 [ˈxõːʃ] 108-168Hz 151Hz 22.8 259msec 0.23 

26 [ˈʃofl] 129-155Hz 138Hz 10.2 69msec 0.37 

27 [ˈʃiɾk̛] 124-152Hz 139Hz 9.5 79msec 0.35 

28 [ˈtũːʔɾ]̥ 99-164Hz 147Hz 21.3 245msec 0.26 

29 [ˈʃtet] 151-174Hz 168Hz 9.0 67msec 0.34 

30 [ˈʃxɔt] 121-160Hz 149Hz 16.0 80msec 0.49 

31 [ˈkj̛iːlt]  105-165Hz 135Hz 21.3 192msec 0.31 

32 [ˈk̛eːɾɕ]  108-175Hz 142Hz 23.5 233msec 0.29 

33 [ˈɬεːʔɾ]̥  102-148Hz 132Hz 17.1 193msec 0.24 

34 [ˈfsək]  147-174Hz 165Hz 9.2 90msec 0.30 

35 [ˈfsək̚k]  141-182Hz 166Hz 16.2 69msec 0.59 

36 [ˈɬhodt]  130-152Hz 147Hz 9.7 74msec 0.30 

37 [ˈksbɐt]  115-144Hz 130Hz 11.3 89msec 0.33 
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中央値の平均は 142Hz、標準偏差の平均は 14.9、傾きの平均は 0.37であ

った。 

 

表 3：ピッチの平板下降例 

No. 音声表記と意味 最小値-最大値 中央値 標準偏差 時間長 傾き 

38 [ˈdjiːt] 89-123Hz 121Hz 12.7 212msec 0.16 

 平板 121-123Hz 123Hz 1.0 83msec  

 下降 121�89Hz 102Hz 11.1 130msec 0.25 

39 [ˈħɑũːnt]  113-153Hz 141Hz 15.7 231msec 0.17 

 平板 151-153Hz 152Hz 1.1 88msec  

 下降 151�113Hz 132Hz 15.0 143msec 0.27 

40 [ˈʃboːt]  104-165Hz 146Hz 16.5 202msec 0.30 

 平板 144-152Hz 148Hz 2.6 84msec  

 下降 152�104Hz 130Hz 19.3 118msec 0.41 

41 [ˈʃuːʔħ] 99-154Hz 145Hz 21.0 227msec 0.24 

 平板 149-154Hz 153Hz 1.8 99msec  

 下降 152�104Hz 120Hz 18.2 128msec 0.38 

 

下降部分の中央値の平均は 121Hz、標準偏差の平均は 15.9Hz、傾きの平

均は 0.32であった。平板部分の中央値の平均は 144Hz、標準偏差の平均は

1.6であった。平板部分と下降部分を足したピッチの中央値の平均は 138Hz、

標準偏差の平均は 16.5、傾きの平均は 0.21であった。 

 

表 4：ピッチの平板例 

No. 音声表記 最小値-最大値 中央値 標準偏差 時間長 傾き 

42 [ˈsuq]  163-165Hz 163Hz 0.9 63msec 0.03 

43 [ˈhet] 113-125Hz 124Hz 5.3 95msec 0.12 

44 [ˈdebʃ]  132-143Hz 140Hz 4.9 77msec 0.14 

45 [ˈθεlkj]  141-143Hz 141Hz 0.8 84msec 0.02 

46 [ˈsεbt]  130-137Hz 133Hz 2.8 74msec 0.09 
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47 [ˈʃeɾk̛] 135-139Hz 137Hz 1.9 85msec 0.04 

48 [ˈzent]  132-146Hz 140Hz 4.5 98msec 0.14 

49 [ˈɣolt]  133-141Hz 140Hz 3.7 63msec 0.12 

50 [ˈʕɑɾkj̛] 129-135Hz 133Hz 2.3 83msec 0.07 

51 [ˈfɬo] 120-122Hz 121Hz 1.4 44msec 0.38 

52 [ˈθrɔ]  135-137Hz 136Hz 1.1 66msec 0.03 

53 [ˈnfoʔ]  156-159Hz 158Hz 1.4 60msec 0.05 

 

中央値の平均は 139Hz、標準偏差の平均は 2.6、傾きの平均は 0.10 であ

った。 

 

表 5：ピッチの上昇例 

No. 音声表記 最小値-最大値 中央値 標準偏差 時間長 傾き 

54 [ˈkop]  160-173Hz 167Hz 9.4 70msec 0.18 

55 [ˈçiʔ] 137-147Hz 138Hz 4.0 64msec 0.16 

56 [ˈiʔp]  134-162Hz 155Hz 12.1 80msec 0.35 

57 [ˈkjiʔn]  176-213Hz 188Hz 19.0 71msec 0.52 

58 [ˈskjæʔɾ]̥  136-143Hz 140Hz 5.0 30msec 0.23 

59 [ˈzd͡ʒʉt͡ʃ]  146-163Hz 155Hz 8.7 42msec 0.40 

 

中央値の平均は 153Hz、標準偏差の平均は 9.7、傾きの平均は 0.31 であ

った。 

 

4.3    音圧曲線 

 Multi-Speechの Energy Contourで描いた音圧曲線を目視した。当初細か

く音圧曲線を見ていたが、それでは複雑すぎて分類できなかった。試行錯

誤の末、以下の 4つに分類した (数値化による傾きの計測は別稿で行う)。 
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・ 母音定常部直前の底辺から母音定常部の出だしにかけて急激に上昇

し、母音定常部の終端から母音定常部直後の底辺にかけて大きく下

がるパタン。 

・ 母音定常部直前の底辺から母音定常部の出だしにかけて急激に上昇

し、母音定常部の終端から母音定常部直後の底辺にかけて緩やかに

下降するパタン。 

・ 母音定常部直前の底辺から母音定常部の出だしにかけて緩やかに上

昇し、母音定常部の終端から母音定常部直後の底辺にかけて大きく

下がるパタン。 

・ 母音定常部直前の底辺から母音定常部の出だしにかけて緩やかに上

昇し、母音定常部の終端から母音定常部直後の底辺にかけて緩やか

に下降するパタンである。 

 

上の第 1のパタンは �� と、第 2のパタンは �� と、第 3のパタンは 

�� と、第 4 のパタンは �� と記述する。以下に音圧曲線のパタンの例

を示すが、図 1は��パタン、図 2は��パタン、図 3は��パタン、図 4

は��パタンの例である。 

 

    

図 1: No. 13 [ˈçit]          図 2: No. 11 [ˈkjæs] 
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図 3: No. 37 [ˈksbɐt]         図 4: No. 25 [ˈxõːʃ] 

 

 以下、目視による分類結果を示す。 

 

・ ��パタン：1 [ˈtjhi] / 2 [ˈtε] / 8 [ˈtj̛it] / 9 [ˈkjækh] / 13 [ˈçit] / 22 [ˈoːtk] / 28 

[ˈtũːʔɾ]̥ / 29 [ˈʃtet] / 43 [ˈhet] / 56 [ˈiʔp] / 57 [ˈkjiʔn]. 

・ ��パタン：7 [ˈtʉʃ] / 10 [ˈko̟θ] / 11 [ˈkjæs] / 19 [ˈmõs] / 20 [ˈreʂ] / 21 [ˈɔɾx] / 

23 [ˈɔ̝ː ɾx] / 31 [ˈkj̛iːlt] / 32 [ˈk̛eːɾɕ] / 44 [ˈdebʃ] / 54 [ˈkop]. 

・ ��パタン：4 [ˈswe] / 5 [ˈʃe] / 6 [ˈʃoː] / 12 [ˈʃet] / 15 [ˈbot] / 16 [ˈzet] / 35 

[ˈfsək̚k] / 37 [ˈksbɐt] / 40 [ˈʃboːt] / 42 [ˈsuq] / 47 [ˈʃeɾk̛] / 53 [ˈnfoʔ] / 55 

[ˈçiʔ] / 58 [ˈskjæʔɾ]̥ / 59 [ˈzd͡ʒʉt͡ʃ]. 

・ ��パタン：3 [ˈse] / 14 [ˈɬɔf] / 17 [ˈħɑũŋ] / 18 [ˈʕɑeɬ] / 24 [ˈswũːŋ] / 25 [ˈxõːʃ] 

/ 26 [ˈʃofl] / 27 [ˈʃiɾk̛] / 30 [ˈʃxɔt] / 33 [ˈɬεːʔɾ]̥ / 34 [ˈfsək] / 36 [ˈɬhodt] / 38 

[ˈdjiːt] / 39 [ˈħɑũːnt] / 41 [ˈʃuːʔħ] / 45 [ˈθεlkj] / 46 [ˈsεbt] / 48 [ˈzent] / 49 

[ˈɣolt] / 50 [ˈʕɑɾkj̛] / 51 [ˈθrɔ] / 52 [ˈfɬo]. 

 

5    考察 

ピッチの落差が物理的に大きくとも、即ち、標準偏差が大きくとも、そ

の傾きが大きいか小さいかによって、ピッチの認知の仕方は異なる。聞き

手は傾きの大きい事例に対して大きな落差を感じ、相対的に、傾きの小さ

い事例にはそれほどピッチの落差を感じない。即ち、No.6 [ˈʃoː] (傾き 0.22)、

No.22 [ˈoːtk] (傾き 0.18) などは、No.3 [ˈse] (傾き 0.48)、No.11 [ˈkjæs] (傾き
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0.54) などよりピッチの落差を感じないことになる。ただし、筆者自身は 

No.6 や No.8 のような事例に対し、ピッチの大きな下降を感じなくとも、

音圧が母音という頂点を経た後弱くなっており、そこにピッチの下降を聞

きとった。表 4平板における「母音＋有声子音」という事例 (No.44-50) に

おいて、ピッチの傾きは小さいものの、下降が聞きとられた。また、傾き

の大きなものであっても、時間長が短かければ、ピッチの変化を聞き取る

ことはできないだろう。表 4の No.59 は時間長が極端に短く、ピッチの落

差を感じなかった。ピッチと音環境に着目すると、表 5の上昇に特徴が見

られる。上昇の例は単純下降・平板下降・平板の例と異なり、母音の直後

が無声子音となっている。No.54 は [p]、No.55-58 は [ʔ]、No.59 は [t͡ʃ] で

ある。ピッチと母音の時間長に着目すると、表 3の平板下降は長母音のみ

であった。平板部分と下降部分とでは、下降部分の方が長かった。 

 次に音圧に着目する。本稿は 1音節語であったとしても、音声学的にス

トレスが置かれるので、全ての事例にストレス記号を付した。ストレスの

置かれた [ə] の事例として、No.34 [ˈfsək] や No.35 [ˈfsək̚k] があった8
。ま

た、[ə] に近いものとして、[ɐ] の No.37 [ˈksbɐt] や [ʉ] の No.59 [ˈzd͡ʒʉt͡ʃ] が

あった

9
。 

 以上を踏まえ、高低アクセントを含めたプロソディー記述の結果を示し

たい。そのためのガイドラインを提示する。これは記述者の母語干渉を受

けた記述結果である。即ち、日本語母語話者である筆者なりの見解である

が、ジッバーリ語母語話者の見解については今後示す予定である。第 1に、

ピッチの傾きは小さいものの、「母音＋有声子音」という事例 (No.44-50) は

下降として記述する。第 2に、傾きが大きなものであっても、時間長が短

かければ、平板として記述する。第 3に、本稿では暫定的に高さを高と低

の 2段階に分けて記述する。多音節語の記述をする際に、改めて何段階の

高さを設定すればよいか問い直す。なお記述結果は付録に提示する。 

 

                                                           
8No.34 [ˈfsək] の F1は 610Hzで、F2は 1310Hzであった。No.35 [ˈfsək̚k] の F1は 550Hzで、

F2は 1230Hzであった。 
9No.37 [ˈksbɐt] の F1は 650Hzで、F2は 1600Hzであった。No.59 [ˈzd͡ʒʉt͡ʃ] の F1は 320Hzで、

F2は 1280Hzであった。 
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6    先行研究の記述内容の検討 

 先行研究の記述について 2点検討したい。第 1に、Johnstone (1981) の 1

音節語の事例において、ストレス記号のあるものとないもの

10
とで、どの

ような違いがあるのかを検討する。第 2に、Nakano (1986) の stødマーカ

ーが付される事例が本稿でもピッチの上昇として反映されているかを検討

する。 

第 1として、以下、ストレス記号のあるものとないものをまとめる。  

 

・ ストレス記号あり：1 [ˈtjhi] (ətí, tí) / 12 [ˈʃet] (šεt) / 16 [ˈzet] (zéd) / 20 

[ˈreʂ] (rɛš́) / 21 [ˈɔɾx] (ɔrx) / 27 [ˈʃiɾk̛] (šérḳ) / 37 [ˈksbɐt] (ksbεt) / 38 [ˈdjiːt] 

(dít) / 55 [ˈçiʔ] (hé(ʼ)) / 58 [ˈskjæʔɾ]̥ (skɛ(́ʼ)r). 

・ ストレス記号なし：2 [ˈtε] (tɛn) / 3 [ˈse] (sεh, sε) / 4 [ˈswe] (si) / 5 [ˈʃe] (šεh, 

šε) / 7 [ˈtʉʃ] (tuš) / 8 [ˈtj̛it] (ṭit) / 10 [ˈko̟θ] (kɔṯ) / 13 [ˈçit] (hit) / 14 [ˈɬɔf] 

(śɔf) / 15 [ˈbot] (bot) / 17 [ˈħɑũŋ] (ḥum) / 18 [ˈʕɑeɬ] (ʽeśś) / 19 [ˈmõs] (mus) / 

24 [ˈswũːŋ] (sum) / 29 [ˈʃtet] (štət) / 30 [ˈʃxɔt] (šxɔt) / 32 [ˈk̛eːɾɕ] (ḳɛrs) / 34 

[ˈfsək] (fsɔk) / 40 [ˈʃboːt] (šbɔt) / 42 [ˈsuq] (suḳ) / 43 [ˈhet] (hεt) / 44 [ˈdebʃ] 

(dεbš) / 45 [ˈθεlkj] (ṯalg) / 46 [ˈsεbt] (sabt) / 47 [ˈʃeɾk̛] (šεrḳ) / 48 [ˈzent] 

(zand) / 49 [ˈɣolt] (ġult, ġuźt) / 50 [ˈʕɑɾkj̛] (ʽarḳ) / 51 [ˈθrɔ] (ṯroh) / 52 [ˈfɬo] 

(fśoʼ) / 53 [ˈnfoʔ] (nfɔl) / 54 [ˈkop] (kub) / 57 [ˈkjiʔn] (ken) / 59 [ˈzd͡ʒʉt͡ʃ] 

(zgɔg). 

 

音圧パタンに着目し、上の事例を音圧パタンごと (4.3 節) に分類した。

その結果、ほとんどのものは、上昇あるいは下降に急激さを伴うものであ

った。Johnstoneは、急激上昇あるいは急激下降のあるものに対し、ストレ

ス記号をふった可能性があるが、Johnstone (1981) においてストレス記号の

付されていないものにも、�という急激下降があり、本稿の音圧分類から

だけでは Johnstone (1981) のストレス記号の有無の要因が特定できない。 

                                                           
10Johnstone (1981) に記載されていないもの、Johnstone (1981) において長母音あるいは鼻音
化しているものは、排除した。 
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 次に、ピッチの型 (表 2、表 3、表 4、表 5) ごとに分類した。その結果、

ほとんどのものは下降であった (単純下降は No.1, 12, 16, 20, 21, 27, 37、平

板下降は No.38)。No.55 [ˈçiʔ] (hé(ʼ)), No.58 [ˈskjæʔɾ]̥ (skɛ(́ʼ)r) は、隣接する [ʔ]、

即ち stød の影響によって、下降が上向きに転じたと思われる。下降事例の

ピッチの傾きに着目すると、表 2の単純下降の傾き平均0.37以上のものは、

No.1 [ˈtjhi] の 0.39、No.16 [ˈzet] の 0.39、No.20 [ˈreʂ] の 0.46だけであった。

Johnstone (1981) においてストレス記号の付されていないものにも下降の

事例は存在し、さらにストレス記号の付されていないものの方に、下降の

傾きの値の大きなものがある。例えば、No.3 [ˈse] (傾き 0.48。sεh, sε)、No.14 

[ˈɬɔf] (傾き 0.49。śɔf) である。 

次に、音質差に着目する。Johnstone (1981) を見たところ、前寄りの母音

にストレス記号が振られる傾向がある。ストレス記号が付された例を見る

と、No.21 [ˈɔɾx] (ɔrx) を除いて全て、前寄りの母音の事例であった。No.21 

にしても、No.23 [ˈɔ̝ː ɾx] (ɔ:rx) との対比を強調するために、ストレス記号が

付された可能性がある。 

 ストレス記号の有無の要因を音圧、ピッチ、母音の質で総合的に判断す

る。判断のために、(1) ストレス記号が付される例について、「音圧パタン

に急激な上昇あるいは下降がなくとも、ピッチが下降であれば、また母音

の質が前寄りのものであれば、ストレス記号が付される」かを検討し、(2) 

ストレス記号が付されない例について、「音圧パタンに急激な上昇あるいは

下降があっても、ピッチが下降しなければ、あるいは母音の質が後寄りの

ものであれば、ストレス記号が付されない」かを検討する。検討した結果、

(1) については、全ての事例で説明がついた。(2) は、No.2, 4, 5, 8, 13, 32 に

おいて説明がつかなかった。即ち、この 6つの例は「音圧パタンに急激な

上昇あるいは下降がある上、ピッチが下降しないことはなく、また母音の

質が後寄りのものでもない」であった。以上から、Johnstone (1981) では、

音圧だけでなく、ピッチや音圧を考慮に入れられて、ストレス記号が付さ

れたと言ってもよいであろう。Johnstoneの母語は英語であり、その母語に

おける強弱アクセントの影響がジッバーリ語のプロソディーの表記に反映

されたものと示唆できる。 
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第 2点として、Nakano (1986) の stødマーカーの事例を見る。以下、stød

マーカーが付されたものをまとめる。 

 

・ stødマーカーのあるもの：15 [ˈbot] (bó°t) / 24 [ˈswũːŋ] (su°) / 37 [ˈksbɐt] 

(kesbá°t) / 52 [ˈfɬo] (fśɔ°) / 58 [ˈskjæʔɾ]̥ (ská°r) / 59 [ˈzd͡ʒʉt͡ʃ] (zgɔ°g). 

 

 stødマーカーがピッチの上昇と関連すると推察される事例は、No.58, 59 

であった。ただし上昇だけでなく、No.52 のような傾きが小さい事例にも

stødマーカーが見られた。上昇だけでなく、平板も stødマーカーの記述範

囲内である可能性がある。ただし、stødマーカーがあっても、No.15, 24, 37 

のように下降事例であったり、また stødマーカーがなくとも、No.57 [ˈçiʔ] 

(he) のように平板であったりする。音圧との関連性を見ると、上の No.15, 

24, 37, 52, 58, 59の事例は、音圧パタンに緩やかな上昇 (�) を伴う。しか

し、stødマーカーのないもの多くにも、緩やかな上昇 (�) があり、あまり

説明がつかない。以上から、stød マーカーはピッチの上昇、あるいは平板

と関連する傾向性があるものの、それに反する事例もあった。そして、そ

の反する事例を音圧曲線から説明しようと試みたが、できなかった。中野

の母語は日本語であり、その母語における高低アクセントの影響がジッバ

ーリ語のプロソディーの表記に反映されたものと示唆できる。 

最後に、記述研究における「記述」の意味を問い直したい。これはすぐ

に答えることのできない問題である。記述が行われる場合、記述者の「耳」

が記述判断となる。日本語母語話者の「耳」、英語母語話者の「耳」、そし

てネイティブスピーカーの「耳」は、多くの場合、一致しない。ここで言

う記述は調音音声学的記述であるが、記述のあり方として、調音音声学的

基準だけでなく、他にも様々な基準があるのではないだろうか。例えば、

音響音声学的基準、聴覚音声学的基準である。本稿の記述は、音響音声学

的基準を中心に調音音声学的基準を加味した結果であったが、そこには、

聴覚音声学的基準が設けられていなかった。将来的に聴覚音声学的基準に

よる記述が必要であろう。 
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7    おわりに 

 本稿の目的は、ジッバーリ語の 1音節語のプロソディーを音響解析し、

筆者なりにプロソディー記述を行い、その上で、先行研究の記述内容を検

討することにあった。ピッチ、音圧、時間長といった要素を解析し、記述

の結果を付録に示した。先行研究の記述内容について、Johnstone (1981) で

は、音圧だけでなく、ピッチや音圧を考慮に入れて、ストレス記号がふら

れていたと思われる。例外が僅かに見られたが、Johnstone (1981) のストレ

ス記号の有無の要因には傾向性があると言えよう。Nakano (1986) は、ピ

ッチの上昇ということを考慮に入れて、stødマーカーを付したと思われる。

これについては、Johnstone (1981) のストレス記号の有無の場合ほど、傾向

性が得られなかった。 

今後、フォルマントの解析を行ったり、音圧の傾きを音響解析する予定

である。また、ジッバーリ語母語話者が高低アクセントをどのように聞く

のかを、聴取実験等によって調査する。さらに、今回、高低の段階差とし

て暫定的に高と低の 2段階に分けて記述したが、多音節語の記述をする際

に、改めて何段階設定すればよいか問い直したい。 
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付録 

 

No. 音声表記 No. 音声表記 No. 音声表記 

1 [ˈ¯tjhi]  2 [ˈ¯tε]  3 [ˈ¯se]  

4 [ˈ¯swe] 5 [ˈ¯ʃe]  6 [ˈ¯ʃoː]  

7 [ˈ¯tʉʃ] 8 [ˈ¯tj̛it] 9 [ˈ¯kjækh] 

10 [ˈ¯ko̟θ] 11 [ˈ¯kjæs]  12 [ˈ¯ʃet] 

13 [ˈ¯çit] 14 [ˈ¯ɬɔf] 15 [ˈ¯bot] 

16 [ˈ¯zet] 17 [ˈ¯ħɑũŋ]  18 [ˈ¯ʕɑeɬ] 

19 [ˈ¯mõs] 20 [ˈ¯reʂ] 21 [ˈ¯ɔɾx] 

22 [ˈ¯oːtk]  23 [ˈ¯ɔ̝ː ɾx]  24 [ˈ¯swũːŋ]  

25 [ˈ¯xõːʃ] 26 [ˈ¯ʃofl] 27 [ˈ¯ʃiɾk̛] 

28 [ˈ¯tũːʔɾ]̥ 29 [ˈ¯ʃtet] 30 [ˈ¯ʃxɔt] 

31 [ˈ¯kj̛iːlt]  32 [ˈ¯k̛eːɾɕ]  33 [ˈ¯ɬεːʔɾ]̥  

34 [ˈ¯fsək]  35 [ˈ¯fsək̚k]  36 [ˈ¯ɬhodt]  

37 [ˈ¯ksbɐt]  38 [ˈ¯djiːt] 39 [ˈ¯ħɑũːnt]  

40 [ˈ¯ʃboːt]  41 [ˈ¯ʃuːʔħ] 42 [ˈ˥suq]  

43 [ˈ˩het] 44 [ˈ¯debʃ]  45 [ˈ¯θεlkj]  

46 [ˈ¯sεbt]  47 [ˈ¯ʃeɾk̛] 48 [ˈ¯zent]  

49 [ˈ¯ɣolt]  50 [ˈ¯ʕɑɾkj̛] 51 [ˈ˩fɬo] 

52 [ˈ˩θrɔ]  53 [ˈ˥nfoʔ]  54 [ˈ˜kop]  

55 [ˈ˜çiʔ] 56 [ˈ˜iʔp]  57 [ˈ˜kjiʔn]  

58 [ˈ˥skjæʔɾ]̥  59 [ˈ˥zd͡ʒʉt͡ʃ]    
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A prosodic description of 

one-syllable words in Jibbāli 
 

Takashi NINOMIYA 

 

This paper described the prosody of one-syllable words in Jibbāli. I analyzed 

the pitch, duration, and intensity as prosody, using the method of acoustic phonet-

ics. As to pitch, I focused on the range, median, standard deviation, and slope of 

pitch. The resulted description is summarised in the appendix. 

I examined the reasons for the existence and non-existence of the stress marker 

/   / in Johnstone (1981), and that of the stød marker / °/ in Nakano (1986). As a 

result, I have found out that the stress marker in Johnstone (1981) probably re-

flected not only intensity but also pitch and vowel-quality. The stød marker in 

Nakano (1986) was caused not only by the rising pitch but also by the level and 

falling pitch. 
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